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2009年８月６日 

 

パ イ オ ニ ア 株 式 会 社 

代表者名 代表取締役社長 小谷 進 

（コード番号 ６７７３ 東証第一部） 

問合せ先 代表取締役専務取締役 岡安 秀喜 

電  話 （０３）３４９４－１１１１ 

光ディスク事業に係る事業譲渡についてのお知らせ 

 当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、光ディスク事業に係る事業譲渡を行うこと

を決議しましたので、お知らせします。 

 

１．事業譲渡の理由 

 本事業譲渡は、シャープ株式会社との光ディスク事業に関する合弁契約（本年６月25日発表）

に基づき、本年10月１日に同社との合弁会社として事業開始予定のパイオニアデジタルデザイン

アンドマニュファクチャリング株式会社（本日現在当社100％子会社）に対し、当初の計画どお

り、同日付で当社の光ディスク事業の一部譲渡を行うものです。 

 

２．事業譲渡の概要 

(１) 譲渡対象事業の内容 

 光ディスク事業のうち、光ディスク部品に関する事業であって、戦略立案、事業企画、技術開

発、製品設計、生産に関わる部分 

 

(２) 光ディスク事業部門の経営成績（2009年３月期） 

 
光ディスク事業部門（概算） 

(ａ) 
当社連結実績 

(ｂ) 
比 率 
(ａ／ｂ) 

売 上 高 約60,099百万円 558,837百万円 10.8％ 

（注）上記の光ディスク事業部門のうち、合弁会社の目的および内容に合致する部分を譲渡対象

事業とします。 

 

(３) 譲渡する資産、負債の項目および金額（2009年９月30日見込） 

 固定資産：約402百万円 

 なお、譲渡対象となる流動資産および負債はありません。 

 

(４) 譲渡価額および決済方法 

 譲渡価額は譲渡対象資産の2009年９月30日における見込評価額をベースに決定し、現金により

決済します。 
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３．事業譲渡先の概要（2009年10月１日見込） 

(１) 商 号 パイオニアデジタルデザインアンドマニュファクチャリング株式会社 

(２) 本 店 所 在 地 
神奈川県川崎市幸区新小倉１番１号 
（パイオニア株式会社 川崎事業所内） 

(３) 代 表 者 代表取締役社長 栗原 俊彦 

(４) 事 業 内 容 光ディスク関連製品および部品の開発、設計、製造および販売 

(５) 設 立 年 月 日 
2009年６月29日 
（注）事業開始日：2009年10月１日(木)（予定） 

(６) 資 本 金 3,000百万円 

(７) 純 資 産 6,000百万円 

(８) 総 資 産 6,000百万円 

(９) 
大 株 主 お よ び 
持 株 比 率 

パイオニア株式会社 66％ 
シャープ株式会社 34％ 

資 本 関 係 
上記(９)に記載のとおり、当社は事業譲渡先の株式を66％
保有します。 

人 的 関 係 
当社は、事業譲渡先に役員を派遣します。また、事業譲渡
先に当社従業員が出向します。 

取 引 関 係 当社は、事業譲渡先から製品等の仕入れを行います。 
(10) 

当社と事業譲渡 
先 と の 関 係 

関連当事者 
への該当状況 

事業譲渡先は、当社の連結子会社であり、財務諸表等規則
第８条第17項の規定による当社の関連当事者に該当しま
す。 

 

４．日程 

(１) 取締役会決議日 2009年８月６日(木) 

(２) 契 約 締 結 日 2009年８月６日(木) 

(３) 
事 業 譲 渡 期 日 
（事業開始日） 

2009年10月１日(木)（予定） 

（注）本事業譲渡は、パイオニア株式会社においては会社法第467条第１項第２号括弧書きの規定に

基づく簡易事業譲渡の手続きにより、株主総会の決議を経ずに行います。 

 

５．会計処理の概要 

 特記すべき事項はありません。 

 

６．今後の見通し 

 事業譲渡先のパイオニアデジタルデザインアンドマニュファクチャリング株式会社は、当社お

よびシャープ株式会社が保有する光ディスクに関する経営リソースを有効活用し、光ディスク市

場、特に今後大きな伸長が期待されるブルーレイディスク市場での事業拡大を図ってまいります。

なお、本事業譲渡の当社2010年３月期連結業績見通しに対する影響については精査中であり、判

明した時点で発表します。 

 

以 上 

 


